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グーグルの製品ポリシーを違反する不適切なコンテンツに
ついては、各製品でそれぞれに、通報窓口を設置 

Bloggerポリシーの違反通報 YouTubeコミュニティガイドラインによる通報 

配布資料 
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検索は図書カード索引と同じ形で、情報の整理に貢献  

写真や情報がGoogleの検索結果に表示されることは、その情報がインターネット上に
存在するということを意味するだけであり、Googleがその情報を承認している訳では
ありません 

配布資料 
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児童ポルノ画像 

おおよそ全ての国で所持が
違法化されている。 

検索結果からコンテンツを除外するのは限られた場合のみ 

スパム・マルウェア  
・フィッシング 

ユーザーのセキュリティの
ために削除。 

ファイナンシャル情報 

身元詐称や金融詐欺などの
多大な危害がユーザーに及
ぶ、銀行口座番号など。 

著作権侵害 

国際条約によって法律がお
おむね調和されている。 

裁判所命令 

裁判所判決で削除を命じら
れたコンテンツ。たとえば
名誉毀損コンテンツ。 

違法コンテンツ 

当該国家で違法とされるコ
ンテンツ。 
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法的削除のプロセスについて普及啓発をするのと同時に、
簡単に法的な削除をリクエストできるツールを用意 

配布資料 
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透明性を確保するためにコンテンツ削除に関する情報を掲示 

配布資料 
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Costeja判決後の対応 

 
● 検索除外リクエストを審査し、審査に応じて 

検索結果の一部を除外（個人の名前を含む検
索キーワードに対してのみ） 

 
● 欧州データ保護指令が及ぶ欧州ドメインにて 

実施 
 
● 透明性担保に向けた試み 

○ 個人の名前を含む検索キーワードの検
索結果末尾に一般的な通知を掲載 

○ ウェブサイト管理者への通知 
○ 透明性レポート内での統計的な掲載 

 
● 中立的なAdvisory Councilを立ち上げ、議論

をまとめたレポートが2月に公表された 
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Costeja判決に基づく検索結果からの削除リクエストの事例 

配布資料 


